
三宅島牧野の乳用雌子牛集団放牧育成における  

飼い直し試験  （総合助成）  

≡宅分場 戌沼二郎・鎌川 登   

1． 目 的  

三宅牧野における生産牛は育成の過程で発育の停滞、遅延がおこり、自然交配による受胎は   

50～d Oカ月令と効率が悪く・父販売にあたっても不刑に取引されている〔これほ同牧野運   

営上さけられない－土地、気象条件、周年昼夜放牧法、および牧野病の感染耐過による防除法  

～が発育遅延の一因となっている。  

そこでこれらの条件を前提として＿同牧野で放牧育成中の一定の期間に補助飼料増飼による  

飼い直しを行い、その効果を実証すると共に次産次での飼い直しと比較検討する。   

2．方 法  

（り 供試牛：木系雑種、概1D頭 SAム4．22－5q生まれのもの   

12I青耽試験：Sd d．S47  

月  食   0一－A   5・－る   7一分娩2ケ月まで   

育  予備放牧   全放牧  

場所  三宅分場   牧場内育成牛舎   村営牧場  

庇   

調査項目：発育状況、痩康状態、はん塊状況、環境調査等  

飼い直L：A底 15～1dカ月令  

B区 妊娠A～7カ月  

CL茎 慣行、初産次  

増飼量：配合飼料（15：d5）1日2ゆ  

種付開始：各区平均体毛500幅以上  

胤育成効果判定試験  省略  

5．成 績   

生時からdカ月令までの哺育、予備放牧期間中の政調匿ついては昭和A占年版で報告したの  

で省略し、続いて全放牧に移った昭和A d年11月1日からのものについても現在放牧、自然   



交配申であって成績をとりまとめることが出来ないので、これまでに得られた数値を報告する   

だけにとどめたい。ただ15－1dカ月令のAカ月間増飼いを行ったA区は他の増飼いを行な  

わなかった区より4カ月早く平均体毛が5D口kクに達し自然交配に入ることができた。   

なお本試験は予駐の幽係から全放牧曹こ移った時闇が晩秋の11月となったため、一般的な春  

期切放戦果よる育秋成績も必嘆と考えられることから三宅村の協力により追試輸として、昭和  

48年春期放牧による育成に行うことにした。（前著を1次、後者を2次式検という）  

別表1 ．方1次力2次哺育期間中の比較調査成績  

生年 月 8  S4（～．4．22～SAd．4．50迄  S48．1．5～SA8．2．2迄   

月  令  D・－A  

j明  間   SAd．5．11・－SAd．具1迄  

廃1次哺育  三宅分場                          口・－A               S48．5．8～S48．5．51迄   
分  全  A   B   全   

10 0＿0  1（〕5．0  9Rd  1t】5．8  

9d．D  9 ＆2  9 8，5   9 5．占   9 え0   

区  

体  

高   
最   A  B  C  
体  1A2．口  14 d．0 158．0  1d ろ．8   154．8   1占 う＿0  

最   低  12 2．口   12只D   12 る．0   122．0  15 鼠0   15 5．0   15 5．0  

竜   均  15 8．0   152．8   154．d  14 78   14 4．さ   1Ad．D   

D  高  0．818   U．84 5  0．9 さd   tlさ1   1．1D 7  t151  
最  低   D．7占A   0．75‘   0．d 75   t O D O   1．048   1・00軋  

G   均  D．8ロ 5   0．78d   0．7 dd   0．7 85  1．054   1口 7 7   lDdd   

赤  高  89 0   78 2   7 5 2   89 0   78 8   d 9 d   788  

血  低  d2d   dl・2   

球   dd占   d 7ロ   d 7 7   7 D O   d 58   d 79   

白  高  5．8   ヱ2   8．8   8．8   d．8   占，8   

血  低  4．2   d．8   4．A   孔2   5．4   

球   均   5．1   ふ1   d．1   占．7  d．D  
血  高   5．d   5．8   5．A   5．8   d．4   

5．0   5．2   5．2   5．0   d．D  

清 蛋 白   
5．5   5．4   5．5   5．5   ＆2   

54．5  2 4，0  

垂低  14．0  5．0  

気  24．2  145  

1鼠0  

76  

象 】   5 52  5 52  d4 0  d12  占12  

－175－   



別表2  （弟1次）予備放牧及び全放牧調査成績  

1，025．8（dl日間）  d．2Al．A（△Od81韻）   

上記＝内は気象測定器故障の為  

不確定の数字  

－17d－   
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